
様式第１０号　特定テーマに対する技術提案書

1

スタッフステーションは各病室
に近く、患者を「みまもる」

リーダーズステーションを介して
スタッフステーションを「むすぶ」

集約したスタッフゾーンに
「あつまる」

冬期でも滑る心配のない
「フラットアクセス」

新しい集いの場「けやきホール」
つくりと街の環境保存

まちづくり1 あんぜん2 あつまる3 むすぶ4 みまもる5

八橋人形
創作の地
八橋人形
創作の地

保存樹保存樹

フラットフラット
２FL２FL 1FL1FL

フラットフラット スタッフ
ゾーン
スタッフ
ゾーン

看護の
1ユニット
看護の
1ユニット

看護の
1ユニット
看護の
1ユニット

病室病室

リーダーズ
ステーション
リーダーズ
ステーション

スタッフステーションスタッフステーション

功徳水
井戸
功徳水
井戸

PP
PP

けやき
ホール
けやき
ホール

公園公園

市指定
保存樹
市指定
保存樹
松慶寺跡
の大銀杏
松慶寺跡
の大銀杏

街の医療の中心造りと
DNAの保存 冬期のバリアフリー 濃密な多職種

コミュニケーション
オープンスペースでの
連携機能をアップ

いつも安心感を
持てる病棟

病棟

診療

街の
情報発信

大庇
立体駐車場

木の壁面木の壁面

■■ 風、寒さへの配慮
●●２重の風除室による風対策　冬季の
季節風から内部を守るため、３重扉
と長く鍵型平面に計画された風除
室により風の侵入を防御。
●● 防寒と眺望を両立する病室計画　　
病室の窓は、冬場の冷気を防ぐパ
ネルヒーターと、西日を防ぐ縦型リブ
により、採光と眺望を確保。

■■ 床暖房を備えた「けやきホール」
●●エントランスホールの冬期の底冷え
防止と雪などで漏れた床の転倒防
止対策として床暖房を計画。
●● 床暖房は災害時の一時避難場所や軽傷治療所へ転用にも有用。
●●風除室の床暖房は自動ドアの凍結防止。
●●ランニングコストをおさえた居住域空調の採用。

■■ 雪国特有の現象への配慮

■■ 利便性を確保しながらの工事期間動線
●● 工事中安全な来院動線　現病院の東側の車両動線を確保し、工
事中も病院運用に支障がない計画。
●● 救急車用の西と南の動線確保　　
西側救急出入り口と南出入口
周りはそのまま利用。
●● どの工事段階でも利便性の高い立
体駐車場　建設時・解体時でも
来院者の利便性と安全性を最
大限に配慮。

病院機能を5つのテーマで構成。市民の安心の拠り所となる街のシンボルを目指して

特定テーマ①：患者さんの笑顔のための施設整備

市民に医療サービス・情報サービスを提供し患者や市民を引き付けるマグネットホスピタルを創ります

●● 高齢者でもスムーズに誘導する計画　
明快な建物構成と、大きな文字、
床・天井のサインによる徹底した誘
導計画と、段差が無く滑らない材料
の移動空間。

■■ どこでもベンチ/近いトイレ
●● 分散配置したベンチとトイレ　外来
ホールなどの移動空間に休憩用
ベンチやソファーのスペースを設
置。トイレを分散設置し、患者が安
心感を持てる計画。

■■ 雪の日でも安全安心な誘導
●●「けやきホール」のフラットアクセス　
降雪降雨時でも、敷地東西側か
ら段差なく水平に建物内に入れ、
エレベーター（EV）などでスムーズ
に目的地にたどり着く、転倒の心配
がないバリアフリー計画。

■■「歩く」「探す」のわずらわしがないユニバーサルデザイン

■■ 移動の少ない外来のワンストップ構成
●● 外来検査のワンフロア化　すべての
外来部門と中央処置・生理検査
のワンフロア化することで患者や付
き添い家族の負担を軽減。

■■ 安心して診察に立ち会う
●● ゆとりある広さの診察室　車椅子
患者に同伴する家族や、入力クラ
ークも考慮した広さを確保。
●● プライバシーの確保　各所に相談
室や説明室を分散配置し、最寄り
で他人を気にせず会話できるスペ
ースを確保。

■■ 待ち時間を感じさせない工夫
●●フリーWiFi/BGM/4K・8Kテレビ　
診察や検査を待つ患者や家族
が、苦にならずに待ち時間ができる
ように情報サービスやアメニティ施
設の配置を配慮。また外部の様
子が伺える大きな窓の配置。

■■ 街を結び地域にパブリックゾーンを提供する病院
●● エントランスホール「けやきホール」を介して東西の街を結ぶ　東西双
方から見通しが良く利用がしやすい地域の新しい中心を創る

■■ 外部動線の分離
●● 一般・緊急・サービスの車両動線を明快に分離　救急車は季節風を避
け独立した動線を確保。サービス車は敷地の低いレベルから供
給部門へのアクセスを確保。霊安動線は木 に々囲まれた静かな
お見送り環境を確保。
●● 上下階アクセスが可能な立体駐車場　敷地のレベル差を利用して
東西双方からアクセスしやすい計画。

■■「けやきホール」は地域に開かれたパブリック空間
●● 賑わいが地域に伝搬する構成　医療を受ける場と共に集いの場・
コミュニティの場として利用しやすく内部の様子が地域に伝搬
するような3層吹抜けのパブリック空間を創造。
■■ 地域の人に医療のサポートと情報サービスを提供
●● 調べる・集える病院　図書・インターネットコーナー・セミナー・コンサート
など、怪我や病気のことがわかる地域に開放された情報発信基地。
●●「患者サポートセンター」でサービスの強化　けやきホールの一画に
入院から退院後の在宅医療までの相談窓口を一元化した、利便
性の高い「患者サポートセンター」を設置。
■■ 木のぬくもり
●● 地場産の杉を使ったインテリア　気持ちを和らげる木の香りの空間。

外来

外来 処置

検査
すぎのきモール

立体駐車場立体駐車場
既存病院既存病院

正面入口正面入口救急出入口救急出入口 西エントランス西エントランス 東エント
ランス
東エント
ランス

時間外
出入口
時間外
出入口

立体駐車場立体駐車場
車両出入口車両出入口車両出入口車両出入口

新病院新病院

既存病院
(解体工事中 )
既存病院
(解体工事中 )

新病院
(工事中 )
新病院
(工事中 )

車両動線車両動線
立体駐車場からの歩行者動線立体駐車場からの歩行者動線

仮設出入口を設置スペース、雨にぬれずに現病院にアクセス仮設出入口を設置スペース、雨にぬれずに現病院にアクセス

救急・時間外
出入口

救急・時間外
出入口

扉①扉①

扉②扉②
風除室１風除室１

防風林防風林

風除室２風除室２

扉③扉③

パネル
ヒーター
パネル
ヒーター

眺望の良い
大きな窓
眺望の良い
大きな窓

西日対策の
縦型リブ
西日対策の
縦型リブ

3.0m
以上

4.0m
以上
4.0m
以上

家族3～4人
入れる広さ

クラーク
プリンタ

西西

フラットフラット
受付受付

けやきホールけやきホール

EVEV

フラットフラット
１Ｆ１Ｆ

２Ｆ２Ｆ

東東

エントランスホールを
介した見通しの良い
東西軸

エントランスホールを
介した見通しの良い
東西軸

立体駐車場から雨にぬれずにアクセス
可能な大庇
バス停・タクシー乗り場を併設
歩道にはロードヒーターを設置

立体駐車場から雨にぬれずにアクセス
可能な大庇
バス停・タクシー乗り場を併設
歩道にはロードヒーターを設置

既存樹を最大限保存既存樹を最大限保存

季節風を避けた専用の救急動線季節風を避けた専用の救急動線

サービス
出入口
サービス
出入口

霊安出入口霊安出入口

季節風を防ぐ防風林
バス・タクシー待機スペース
季節風を防ぐ防風林
バス・タクシー待機スペース

一般車一般車

サービス車サービス車
緊急車両緊急車両

お見送りお見送り

緑に包まれた
お見送り動線
緑に包まれた
お見送り動線

閑静な住宅街に車を溢れさせない
ための車滞留ゾーン
閑静な住宅街に車を溢れさせない
ための車滞留ゾーン

駐輪場駐輪場

功徳水井戸を
復活させた庭園
功徳水井戸を
復活させた庭園

一般車一般車

地階レベルの
サービス車動線
地階レベルの
サービス車動線

西エントランス
（2Fレベル）
西エントランス
（2Fレベル） 東エントランス

（1Fレベル）
東エントランス
（1Fレベル）

救急車救急車

駐車場
（患者用210台）

駐車場
（患者用210台）

救急時間外
出入口
救急時間外
出入口

市道市道

立体駐車場
（患者用210台）
立体駐車場

（患者用210台）

市
道
市
道

市
道
市
道

市
道
市
道

地域の人が気軽に集える「けやきホール」

最大限に機能を発揮する各施設配置図　1/2,600

東西から使いやすい立体駐車場

西日除けの縦型リブが印象的な景観をつくる

敷地を最大限活用し新しい街の「顔」づくりをサポート

高齢者・障害者も安心なエンジフレンドリーホスピタル 患者と付き添いの家族にもやさしいしつらえ 厳しい冬の環境から病院を守る工事期間中の動線計画

県産の木材を使ったインテリア医療情報を発信・相談できるコーナー

3重扉で内部環境を守る

冬期も快適な病室環境

新病棟建設工事中待ち時間を緩和する環境

大きなサインと見通しの良い空間

移動空間にあるベンチ

建物の構成

外来機能を1フロアに集約

付き添いの家族も入れる診察室

滑らない建物アプローチ

既存病棟解体工事中

つ らら パラペットは高さの確保と雪庇ができない金属笠木
すがもれ 外壁の壁入隅は雪が溜らない、溶けやすい設計
滑り転倒 滑る原因のスロープはなくす/出入口廻りは融雪を行う

▽1

▽3

雨・雪にぬれずに病院に行ける大庇

▽2

西からアクセス

東からアクセス

Ｎ
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明るく開放的な
「けやきホール」
明るく開放的な
「けやきホール」

立体駐車場からぬれずに移動可能立体駐車場からぬれずに移動可能

わかりやすく案内しやすい
総合受付
わかりやすく案内しやすい
総合受付
一元化した
「患者サポートセンター」
一元化した
「患者サポートセンター」
入院受付から
病棟へ直行するEV
入院受付から
病棟へ直行するEV

エスカレーターで
3F の外来へ直結
エスカレーターで
3F の外来へ直結

自然光あふれる「すぎのきモール」自然光あふれる「すぎのきモール」独立した救急車出入口独立した救急車出入口

防風対策としての
高速シャッター
防風対策としての
高速シャッター

救急・
時間外入口
救急・

時間外入口

小児救急と救急
救急病棟を連携
小児救急と救急
救急病棟を連携

冬季の風邪対策を
考慮した風除室
冬季の風邪対策を
考慮した風除室

放射線・内視鏡に
隣接する救急部門
放射線・内視鏡に
隣接する救急部門

放射線・内視鏡に近接し、
外来の直下に配置した
健診センター

放射線・内視鏡に近接し、
外来の直下に配置した
健診センター

床暖房による空調床暖房による空調
けやきホールけやきホール

医事
地域連携
医事
地域連携

総合
受付
総合
受付

内視鏡内視鏡

夜間
投薬
夜間
投薬

放射線放射線

健診
センター
健診
センター

放射線放射線

救急
小児救急
救急病棟

救急
小児救急
救急病棟

救急
ヤード
救急
ヤード

救急
車路
救急
車路

すぎのき
モール
すぎのき
モール

西エントランス西エントランス

冬でも滑ることなく
水平にアプローチできる
東エントランス

冬でも滑ることなく
水平にアプローチできる
東エントランス

安全に乗降できる車寄せ安全に乗降できる車寄せ

独立した「お見送り」
ルート
独立した「お見送り」
ルート

EVに近く
救急との搬送に配置
EVに近く
救急との搬送に配置

備蓄倉庫も集約備蓄倉庫も集約

敷地の高低差を利用した
サービス動線
敷地の高低差を利用した
サービス動線サービス入口サービス入口

霊安出入口霊安出入口

医療の知識に触れられる
メディカルコモン
「けやきホール」

医療の知識に触れられる
メディカルコモン
「けやきホール」

2階メインエントランス
ホールに直結するEV
2 階メインエントランス
ホールに直結するEV

市民講堂市民講堂

中央監視中央監視

薬剤薬剤

洗濯・
リネン
洗濯・
リネン

ゴミゴミ

リニアックリニアック

ＲＩＲＩ

霊安霊安

SPDSPD

給食給食

機械室機械室

コンビニコンビニ

東エントランス東エントランスけやきホールけやきホール
地域開放セミナーや災害時対応
にも利用可能な市民講堂
地域開放セミナーや災害時対応
にも利用可能な市民講堂

床暖房による空調床暖房による空調

夜間投薬用の
小荷物専用 EV
夜間投薬用の
小荷物専用 EV

外来外来

待合待合

待合待合

コンビニ
テラス
コンビニ
テラス

吹抜吹抜

化学療法化学療法

検体検査検体検査

生理検査生理検査

外来外来

注射センター
採血室

注射センター
採血室

窓に面した明るく
開放的な外来待合
窓に面した明るく
開放的な外来待合

移動が短く
連携しやすい
スタッフ通路

移動が短く
連携しやすい
スタッフ通路

「フリー
アドレス
診察室」

「フリー
アドレス
診察室」

スタッフと
患者動線
を分離

スタッフと
患者動線
を分離

西日対策のルーバー西日対策のルーバー

外来部門をわかりやすく
する「すぎのきモール」
外来部門をわかりやすく
する「すぎのきモール」

健診センターの直上階
にある生理検査
健診センターの直上階
にある生理検査

薬剤の上階に配置薬剤の上階に配置

整形外来と放射線移動
にも便利な外来 EV
整形外来と放射線移動
にも便利な外来 EV

街の情報発信となる１Fと３Fを
視線でつなぐ「けやきホール」
街の情報発信となる１Fと３Fを
視線でつなぐ「けやきホール」

けやきホールににぎわい
を演出するコンビニテラス
けやきホールににぎわい
を演出するコンビニテラス

ブロック受付ブロック受付

リハビリリハビリ

臨床
工学
臨床
工学

ICUICU

中央
材料
中央
材料手術手術

11 55

66

77

88

22

33

44

手術
諸室
手術
諸室

病理
検査
病理
検査

病棟からも外来からも近い眺望に
恵まれた 365日リハビリテーション
病棟からも外来からも近い眺望に
恵まれた 365日リハビリテーション

西日を防ぎ眺望を
活かすルーバー
西日を防ぎ眺望を
活かすルーバー

自然採光の手術エリア自然採光の手術エリア

日帰り
手術
エリア

日帰り
手術
エリア

ゆとりあるひろさの手術室ゆとりあるひろさの手術室

手術に
近い
病理検査

手術に
近い
病理検査

外部
吹抜
外部
吹抜

吹抜吹抜

手術エリアに
直結する ICU
手術エリアに
直結する ICU

器材スペースと
展開スペース
器材スペースと
展開スペース

救急と直結救急と直結

更衣室の集約化更衣室の集約化

集約した事務・医局集約した事務・医局

テラステラス

吹抜に面した明るい
スタッフコモンズ
吹抜に面した明るい
スタッフコモンズ

災害時はDMAT 活動の
拠点にもなる会議室
地域の研修会議も可能

災害時はDMAT 活動の
拠点にもなる会議室
地域の研修会議も可能

可動間仕切で
3分割可能な
大会議室

可動間仕切で
3分割可能な
大会議室

更衣室更衣室
当直当直

透析
室
透析
室

会議室会議室

倉庫倉庫

職員
レストラン
職員

レストラン事務
医局
事務
医局

幹部幹部

電気室電気室

サーバーサーバー

病棟 EVに近い
透析室
病棟 EVに近い
透析室

電力需要の大きい
ゾーンの近傍に設置
電力需要の大きい
ゾーンの近傍に設置

外部
吹抜
外部
吹抜

屋上庭園屋上庭園

分娩分娩

NICUNICU

手術部門直上階の分娩手術部門直上階の分娩

個室率を高めた
産科病棟
個室率を高めた
産科病棟

母子同室にも
対応する病室
母子同室にも
対応する病室

スタッフステーションスタッフステーション
見通しを確保見通しを確保

EVコアを外周配置して、
スタッフステーションを連携
EVコアを外周配置して、
スタッフステーションを連携

特定テーマ②：人が育つ働きがいのある施設整備 特定テーマ③：多様化する医療の変化に対応可能な施設整備

●● オープンとクローズに分けたステーション
ステーション周りは、患者の看守りや
対応、夜間連携を重視した、オープ
ンゾーン」と、プライバシーや安全性
に配慮した壁で仕切る「クローズゾ
ーン」に分け、病棟スタッフの運用性
を重視。
●●リーダーズステーション　病棟の中
央で全体が見渡すことができ、多
職種スタッフの居場所を確保しつ
つ、チームとして集まって協働でき
るスペース。
●● スタッフステーション　１ユニット（約
３０床）を中心に配置した患者看
護の最前線。スタッフ動線を最短
化し、密接な看護を実現する構
成。記録や軽作業等のスペースと
急性期の患者の安心感を抱かせ
る環境創り。
●● 落ち着いたスタッフ環境　休憩室は
音や視線が通らない壁で仕切り、気
兼ねなくリラックスできる環境。

■■ スタッフを囲む看守り優先の病室配置
●● 病室のICU的配置　病室をスタッフス
テーション周囲に配置し、急変があ
っても患者の元にすぐに駆け付けら
れる計画も可能。

■■ サービス動線の分離
●● 物品の一括集約エリア　SPD・リネン
等を業務用EVの直前に集約し、
業務動線の効率化とセキュリティを
高める計画。
●● サテライトファーマミー　リーダーズス
テーションに近接して配置。

■■ 将来の人口減少に備えた計画
●●２床室主体の病棟構成　人口減少によ
る個室の需要が増えた場合、工事を
せずに個室利用が可能な２床室を
提案。全て個室とすれば1フロア60床
を46床にも変更可能。
●● ゆとりのスペース　窓側のベッドの出
入がしやすい間口寸法3.6ｍを確保。

■■ 水廻りの対応
●● 水廻りの変更に対応する架構計画　
病室にトイレが必要な場合、容易に
対応ができるように単純化した構造
梁と2重床を確保。

■■ すべての患者とスタッフの距離が近い病棟

■■ スタッフゾーンの集約とオープン化
●● 集う・学ぶ・憩うを5階に集約　多職種ス
タッフの日常的なコミュニケーションを促
進するため、医局・職員レストラン・会議・
更衣を同一フロアに集約。
●● オープンなスタッフエリア　間仕切りを
少なくし、スタッフ間のアイコンタクトや
声のかけやすい環境を整備。
●● 明るく緑潤う職員レストランの提案　　
眺望もよく、明るく清潔感があるインテ
リアと、屋外テラスも併設した、リラクゼ
ーション豊かなスペースを提案。
●● 研修医への配慮　医局事務エリアに職
員と同じ環境内に研修スペースを設
置し、スタッフとの日常的な交流と働き
方の見学ができる環境。
●● ユビキタスなラーニング環境　いつでも
どこでも、スマートフォンとPCで情報検
索や記録がとれるような、ミニスペース
の検討と情報環境の整備。

■■ 明るいゆとりのある診療環境
●● 手術部門への自然採光　手術ホールや
休憩室にも、自然採光や外の様子が
伺えるような窓の設置を設け、スタッフ
のストレスを解消。
●● 共有室の提案　小部屋を多く作らず共
有できる部屋を整備。休憩室等は家
具がゆとりをもって配置できる計画。
●● 明るく快適なスタッフゾーン　大きく眺
望の良い窓を設置し、コストを掛けず、
色や材料で、明るく快適な雰囲気の
ストレスを軽減するインテリア計画。

一般用EV
スタッフ用EV
救急用EV
小荷物専用昇降機

分娩・NICU

機械室

機械室

11F精神病棟 （50床）

産婦人科病棟 （38床）

一般病棟 （58床）

‘‘

‘‘

一般病棟 （58床）

地域包括ケア病棟 （60床）

けやきホール夜間投薬

すぎのき
モール

化学
療法

検体
（臨床検査）生理検査

透析室事務・医局 更衣会議

ICU

職員
レストラン電気室

手術 中材 病理検査 リハビリ

外来 コンビニ
テラス

救急  小児救急 内視鏡放射線 医事・
地域連携

健診
センター

給食機械室 RI
リニアック

薬剤 市民講堂コンビニSPD

大庇

10F

9F

8F

7F

6F

5F

4F

3F

2F

12F

1F

駐車場

駐車場

屋上庭園屋上庭園

事務・医局事務・医局

機械室機械室

レストランレストラン

産婦人科産婦人科

手術手術 手術諸室手術諸室

外来外来 検査検査

放射線放射線 放射線放射線

テラステラス

トップライトトップライト

太陽光太陽光

すぎのき
モール
すぎのき
モール

スタッフ・業者ゾーンスタッフ・業者ゾーン

クローズゾーンクローズゾーン

オープンゾーンオープンゾーン

ガラス
パーティション
ガラス

パーティション

分散集中
トイレ
分散集中
トイレ

休憩休憩 相談相談

カンファ
レンス

カンファ
レンス

４４

１１

４４
４４

22 11

1111

22

22

22

１１

４４

１１

１１ １１

１１ １１

ドクター
コーナー
ドクター
コーナー

サテライト
ファーマシ ー

サテライト
ファーマシ ー

スタッフ
コーナー
スタッフ
コーナー

デイ
コーナー

デイ
コーナー

セキュリ
ティ扉
セキュリ
ティ扉

病棟
リハビリスペース

病棟
リハビリスペース

リーダーズ
ステーション
リーダーズ
ステーション オープン

カンファレンス
オープン

カンファレンス

準備
コーナー
準備
コーナー

スタッフ
ステーション

スタッフ
ステーション

スタッフ
ステーション

スタッフ
ステーション

見舞用EV見舞用EV
業務用EV業務用EV

標準
ユニット
30床
個室率
26％

標準
ユニット
30床
個室率
26％

個室
ユニット
（将来）
23床
個室率
65％

個室
ユニット
（将来）
23床
個室率
65％

2 床個室化水廻り
追加工事に容易に対応

床下げ範囲

廊下側の窓

廊下から使える
収納スペース

手洗い

車いすでも使いやすいトイレ

大きなピクチャー
ウィンドウ
大きなピクチャー
ウィンドウ

窓側のベッドの
出入がしやすい

3.6m3.6m

■■ 関連機能を水平・上下に隣接
●● 合理的な各階の部門組合せ　最下階はサービス関連、低層階は外来検査関
連、中層階は手術関連と医局事務などの管理関連ゾーンを配置。

■■ 各階共EVを中心に構成して動線短縮
●● 建物中央に業務EVを集約　配膳専用EV及び業務用EV２基を設置。
●● 高度医療を結ぶ大型EV　2階救急・4階手術とICUを直結する大型EVを設置
し救急機能連携を強化。

多職種のスタッフを育むオープンスペース

スタッフ間の交流を誘発する各所のミニコーナー

水平・垂直の機能連携を重視した断面構成

個室に転用しやすい2床室計画平面図　1/1,500
Ｎ

患者の看守りを優先した病棟計画　1/700

明るく開放的な職員レストラン

建物の低層部まで自然光を導く光庭と吹抜

スタッフステーションから病室が看守りやすい構成

ゾーン分けされたステーション廻り

更に看守りやすい環境の病室配置も可能

高度医療をサポートする内部連携最重視の建物構成 高齢かつ重症患者も看守りやすいオープンステーションの病室配置

コミュニケーションによるスキルアップとリラクゼーン環境の向上

3階 １ストップの外来機能

2階 交流と情報発信の「けやきホール」

1階 サービス機能の集約と東側ウェルカムエントランス 

6階 周産期機能の集約 基準階 

5階 スタッフの集う・学ぶ・憩う場 

4階 高度医療の集約
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-25%

病棟

重要機器高所設置

断熱サッシュ
Low-e複層ガラス

昼光センサーの照明制御

LED照明の人感制御

蓄熱床暖房

光・メタル・無線による多重化

クールヒートトレンチ
（外気の予冷予熱）

耐震配管引込

緊急排水槽
雑用水槽

ガス・油切切替型熱源

エネルギーの多重化・分割化（電気・ガス・油）廃熱回収

油備蓄
（３日分）

マンホールトイレ
医療ガス備蓄
（10日以上）

井水利用

電気自動車充電

電力２回線引込通信多重化

衛星携帯電話

高効率空冷熱源

地震後自動診断復旧

給食搬送できる小荷物昇降機

雨水の雑用水利用 太陽光発電パネル

複数台の非常用発電機

担架が運べる広い踊階段

温い食事を提供する
厨房機器の非常電源対応

給水車からの給水口

屋上緑化

診療棟

エネルギーの見える化

GAS
OIL

厨房
BCP
環境・省エネ

自動復旧
機能付EV

相談

相談

休憩

病室
病室

病室

器材

汚物
処理

カンファ
レンス

リーダーズ
ステーション

ドクター
コーナーサテライト

ファーマシー

オープン
カンファレンス

EVホールEVホール

余震が続いても稼働する
小荷物搬送機

消防隊も利用する非常用EV

人と物を
搬送する
広さの階段

1.8m
以上

搬送の負担を
軽減する

勾配のゆるい階段

一般階段

提案

特定テーマ④：経営の視点を考慮した施設整備 特定テーマ⑤：地球環境に配慮した施設整備

■■ 無駄を省いた合理的な手法を選択
●● 掘削土量と構造数量の削減　1階
を直接地盤に載せ階高や免震
層の深さをミニマム化し、更に基
礎にはピットを中止しマットスラブ
を採用することで支持地盤への
掘削深さを削減し、山留、掘削、
基礎躯体工事の費用を縮減。
また診療棟の大スパン化等により柱を集約して効率的に配置し、
免震装置の台数を削減。
●● 太径の免震装置により設置台数の削減とコスト縮減　ゆっくり揺れる高
性能な免震構造とし、地震力を低減して構造躯体コストを縮減。
●● 窓ガラス面積の削減　病棟や診療棟においては割高なガラスの
使用範囲を合理化し、熱負荷減で省エネルギーに貢献。
●●ファシリティーマネジメント視点の設備配置　合理的な電気室・機
械室の配置、設備シャフトの適正分散配置によるダクト・配管・配
線等の短縮化。
●● コストマネジメントチームの参画　初期段階からコストマネジメント
チームを設計に参画させ、コストコントロールの効果が高い初期
段階に積極的に関与することで大きな圧縮効果を発揮。
●● 設備機器の標準化　標準仕様・汎用品の採用によりイニシャルコ
ストを低減。
●● 敷地内インフラ計画　敷地内インフラルートは、将来増築や全面
建替計画の自由度と工事段階の安全性に配慮した計画。
●● 設計時のコストコミュニケーション　設計初期段階から病院スタッ
フと建設コスト低減と病院運用の改善について協議。

■■ 東日本・熊本震災で得られた知見
●●両震災で機能した免震病院を詳細に検証し実効性のある自立機能を提案。
●●限られた備蓄燃料の消費を抑え、地球環境にも配慮した省エネルギー計画。

■■ 機動力の高い受入れ体制
●●大庇下を屋外トリアージ拠点
に設定。入館制限と症状別
受入エリアの明確化により院
内の混乱を回避。

■■ 長寿命な材料や設備機器採用
●● 材料・機器寿命とコストを比較　　　
維持管理のしやすさも検証。
●● 外装材内装材は高い耐久性を確保
汚れにくいディテールの採用。
●● 腐食に強い配管とダクトを採用　　
見えない天井内や床下での水や
空気の漏れを防ぐ計画。

■■メンテナンスの省力化
●●メンテナンスに配慮して汎用機器の採用、LED器具を採用。
●●熱源機器は有資格者が不要な機器を選定。中央監視との連
携で維持管理業務を軽減化。

■■ファインチューニングで省エネルギー対策
●●設計・施工・メーカーが集まり運用エネルギー管理システム
（BEMS）で最適な運用（ファインチューニング）を実現。

■■ 複合熱源（電気+ガス+油）の採用
●● 災害等によるインフラ供給状況の変化、エネルギー事情の変化によ
る燃料単価の変動にも配慮した複合熱源を計画。ガス・油の切替
が行える熱源機器を採用。信頼性の向上と安価な燃料を選択。

■■ 将来拡張のマスタープラン
●●あらかじめ策定したマスタープランに基づく配置・インフラを計画。

■■ 改修しやすい内装
●●スチールパーティションや家具で間仕切ることにより、将来の部門
内拡張が容易となる計画。
●● 2重床とすることで、管理部門から診療部門への変更にも対応が
可能な計画。

■■ 省エネに配慮したコンパクトな病棟
●● 縦型リブによる日射制御　西日によ
る水平方向の日射負荷を軽減。
●● 日影範囲の縮小化　病棟を南北
方向に細長く設定することで日
影範囲を縮小化し歩行の障害
となる雪だまりを防止。

■■ 日射シミュレーションによる温熱環境対策
●●日射シミュレーションを用いて外壁面ごとの日射による熱量を把
握し、壁面形状や大きさは一を適正に計画。

■■ CO₂排出量25％削減を目標
●●実効性の高い省エネルギー手法の選択により、環境負荷低減
と快適性を両立。高断熱化・日射遮へいなどＺＥＢを見据えた手
法を採用。

●● 棟別に最適な柱スパン　改修頻度
の高い診療棟は大スパンを採用
し可変性を向上。

■■フリープランシステム
●● 病棟コア（EV、階段）を外周配置　制
約の多い中央コア・シャフトを避け
て、外周や建物端部に集約配置
することで、間仕切修正の自由度
や改修の融通性を確保。
●● 大梁を200ｍｍ床から下げる　2階
の検査（放射線等）と3階の外来
は、鉄筋コンリート造の梁を下げた
２重床とし、部門や機器配置の自
由度を向上。

■■ 診療部門と病棟の機能に適した構造架構

■■ 改修しやすい規則的な設備シャフト
●● 配管・配線設備を規則的に配置　将来の改修に最寄りのシャフトを
利用することができ、部門を横断する配管などを減少。

■■ 改修やレイアウト変更しやすい空調ゾーニング
●● 低層階の空調機は、階単位かつ部門単位で小単位なゾーニング　　
設備更新やレイアウト変更に容易に対応可能な計画。

■■ 機器更新電源システム
●●将来の機器更新時に国内・国外製放射線機器などの多様な
電圧に柔軟に対応できる電源計画。

病棟
均一スパン
病棟

均一スパン

診療棟
大スパン
診療棟
大スパン

同一免震範囲同一免震範囲

少ない掘削量でコスト削減

マットスラブマットスラブ
水槽水槽

支持地盤支持地盤

高性能な免震装置高性能な免震装置
1FL

シャフトのない
フリースペース

ロータリーと大庇を
使った屋外トリアージ
ロータリーと大庇を
使った屋外トリアージ

救急トリアージ救急トリアージ

一般車の
進入制限
一般車の
進入制限

屋内トリアージも可能なけやきホール
医療ガス・医療コンセントの配置
屋内トリアージも可能なけやきホール
医療ガス・医療コンセントの配置

トリアージトリアージ被災者被災者

支援車・救援車支援車・救援車

救急車救急車

軽症軽症
中症中症
重症重症

講堂・けやきホール講堂・けやきホール
玄関庇下・玄関ホール玄関庇下・玄関ホール

救急外来・健診センター救急外来・健診センター
救急・小児救急救急・小児救急

投薬投薬

支援車・救援車の待機スペース
支援物資の仕分け・保管
支援車・救援車の待機スペース
支援物資の仕分け・保管

けやき
ホール
けやき
ホール大庇大庇

シートシート
対応
スペース
対応
スペース

災害時にシートを
設置できる金属フック
冬期は防雪シートの設置も可能

災害時にシートを
設置できる金属フック
冬期は防雪シートの設置も可能

特定テーマ③：多様化する医療の変化に対応可能な施設整備

新病院棟新病院棟
立体

駐車場
立体

駐車場

駐車場

立体
駐車場

立体
駐車場

新病院棟新病院棟

増築増築

増築増築

新病院棟新病院棟

健診センター健診センター

公園用地
での増築
公園用地
での増築

移転移転

駐車場
立体

駐車場
立体

駐車場

小規模増築案 全面建替案大規模増築案

・健診センターを増築、移転
・放射線、内視鏡内部を拡張
・将来、川元松丘街区公園用地を
   取得した場合は公園跡地に
   増築も可能

・立体駐車場を移転し、
跡地に増築

・管理部門を移転し、
跡地に診療部門を拡張

・新病院棟を新築
・既存病院棟を解体し、

駐車場を整備

無柱空間（ロングスパン空間）
スチールパーティションスチールパーティション直付照明器具直付照明器具

診療部門にも変更可能な二重床診療部門にも変更可能な二重床

家具家具 配管・ダクト配管・ダクト

積載荷重に余裕を見た床構造積載荷重に余裕を見た床構造

パイプシャフトは
規則正しく配置
パイプシャフトは
規則正しく配置

最適コスト

建設費 保全費

設備投資

建設費+保全費

コ
ス
ト

機能を優先した柱割り計画

フリープランを可能とするシャフト計画 水害を想定した計画

日影の範囲を最小限にした病室の平面形状

基礎深さ縮減によるコスト削減

ライフサイクルコスト（50年）のまとめ改修のしやすい建物断面計画

バランスのよい仕様設定

屋内的利用が可能な大庇 災害時の患者受入れ体制

縦型リブ
約35％日差しをカット

■■ 当該敷地に最適な免震構造
●● 自社開発の地震動作成手法　この敷地で想定される独自の地震
波を作成し、これを用いた時刻歴応答解析によって、最適な耐
震性を確保。建築基準法の告示波だけによらない精度の高い
免震構造設計。

■■ 想定される水害から建物を守る
●● 水害を回避する床レベル設定
建物の重要施設である電
気室・発電機室・ボイラー室
等は建物上層階に設置。
●● 防潮板の設置　地下階は出入
り口を集約し、防潮板により浸
水被害を防止。
●● 雨水抑制能力を高める検討　　
ゲリラ豪雨も想定した建物内
排水の検討。

環境手法・災害対応 ＥＶに頼らない搬送

搬送を継続するＥＶ

本提案

現病院同等 建設 改修・修繕 光熱水費 維持管理

建設 改修・修繕 光熱水費 維持管理 20%
0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 35,000

(円/㎡・年)

本提案

既存同等

25%

0 100 15050 200
(kg-CO₂/㎡/年)

CO₂排出量

CO₂排出量

西エントランスへの視線がつながる東エントランス

▽地下常水位▽地下常水位

3.0ｍ3.0ｍ 0.5ｍ0.5ｍ

電気室電気室機械室機械室

水密性の高いサッシュ水密性の高いサッシュ

余裕を見たルーフ
ドレインの個数とサイズ
余裕を見たルーフ
ドレインの個数とサイズ

防潮堤の設置防潮堤の設置

水位より高い位置の
給排気口
水位より高い位置の
給排気口

外構レベル
GL-3.6m
▽

外構レベル
GL-3.6m
▽

病棟1FL
＝GL±0ｍ
▽

病棟1FL
＝GL±0ｍ
▽

変化に応えるフリープラン化 設計段階でのイニシャルコスト低減 地震・水害に強い免震構造

災害時の受入体制の強化

長寿命化の視点でのライフサイクルコスト適正化

永続のための拡張計画

運営段階でのライフサイクルコスト低減

ベストバランス計画

シンプルな形状でデザイン

CO₂削減計画

環境配慮・省エネルギー・災害時のメディカルＢＣＰが統合された建築計画


